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論文内容の要旨
本論文は，布の表面幾何学的構造特性とそれによって変化する反射光の質的量的変化.および光によっ
て伝達8れる画像情報(物理量)が.それそ見るヒトの矢1覚心理電にどのように影響を及ぼすのかを明ら
かにする。すなわち，イIJの表両tこ必ずついている色と表而幾何学構造特件ーの物体側の要素が，反射光とい
う客観的要素を頼りにヒトの主観的知覚にどのように影響するのかを検討した。メカニズム解明のために
は，色と表前幾何学的構造を自由に制御できる表面が必要で・あることから，法色と製織により系統だてた
試料を作成し用いることによって，表面幾何学的特性，ノ7学特性，光反射特性などの物体側の物理的諸量
とそれを見るヒトの心理量の関係を検討し，視覚的質感のメカニズムを解明した。第 1章 緒言では，U:
活材料に係わる感性的項目の中で，布材料の質感に関する研究の現状と必安性について述べるととらに，
研究の目的と内容の概要を論述した。第2章では，布の表面からの反射光の中，色と幾何学的構造のどち
らがより大きな影響を及ぼすのかを明らかにするため，繊維素材が同じ綿で，異なる組織をもっ市販の織・
編物を原命ーとして朗い，染色し試料布の物理的諸因子が布材質の心理因子に及ぼす影響について検討し
た。その結果，布表而からの反射光に基づく大脳内での視覚情報処理が心坪ー効果に大きく影響を及ぼすこ
とを明らかにした。第3章では.第2章と同様の原布を染色加Tによって試料布として用い，表面ー構造が
加l色怖にどのように影響及ぼすのか拡散反射特't1j:， ならびに在反射特性について光の入射角度，受光角度
などの損IJ光の幾何学的条件後三次元的に変化させて解析した。織編構造の違いによって発現する表而幾何
学的構造特性が光学的異)j性をもっ反射光として色への変化をとtじさせ， ヒトの眼を刺激することから，
質感の追いを知覚させる一因となっていることを明らかにした。第4章では物体側の表面幾何学的性状を
より規則的に制御するため，同じ糸から出発し染色，製織によって発現する反射特性の変化について，
t値化刷像による二次元的解析と，光の照射角度と受光角度をプ次JC的に変化させた場合，反射光の分光
分布の解析を視覚的質感に関する視知覚量と合わせて検討した。表而色の違いやその色の濃淡は質感の違
い判断に影響を及ぼすことと表雨色と表面幾何学的構造の変化によって視覚的質感に影響を及ぼすことを
明らかにした。第5草では，視覚的質感の形成要肉における複合特性を明らかにするため，織:需度，織組
織が10じであるが， 3事実の織雄(綿，毛，絹)の糸使いにより，表面構造の異なる織物試料を製織すると
ともに，その2次元凶i像を印画紙上に山力したプリント試料を用い，実物試料とプリント試料に対する視
覚的質感の差異と織物特性値が心理閃干に及ぼす影響について検討し各因子には表面特性ばかりではな
く，}J学特性色合めた織物の構造'特性が反射)t特性とともに複合的に関与していることを明らかにしたo
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第6章は結論である。織物を視覚刺激としたときの視覚的質感の第1凶チは，織物の構成要素(糸，糸の
撚り，糸の太さ，織組織.織密度など)の表面幾何学的特性に起肉する材質感の因子である。布の表面色
は評価性に関わる心理に関与するが，表面の幾何学的構造によって発現する光学的異β性が色や光・沢に発
を生じさせ，表面の追いを識別寸る子がかりを与えることに寄与する。また，織物を見たときに生じる心
理凶手には，布の表曲ー特性と力学特性も含めた織物物性が，それによって変化する反射光特性とともに抱
合的に関与しそれらを統合した知覚判断が，視覚的質感のメカニズムであることを明らかにした。すな
わち，布の表面に対する視覚的質感には経験に基づく心理的側面の関与が大きいことを検証した。
論文審査の結果の要旨
布は，糸に用いる繊維の種類とその断面構造，糸の太さや撚り，織編構造など.構成要素が非常に複雑
な材料である。しかしわれわれは，視覚からそれらの複雑な要素を瞬時に読み取り，布の違いや質感を
視覚識別することができる。これらの視覚的質感判断は，どのような光の情報から行っているのであろう
か。視覚的質感は，反射光特性を左心ーする物体構成材料(素材)，表出.幾何学的特性および表面色などの物
体制IJの要丙と，それを見るヒトの心開.的要因(経験.記憶，類推など)の両者の関係によって決まる主観
的評価である。しかし.物体側の物理的要閃がどのような反射特性を与え， ヒトの質感に訴えかけるのか，
物盟量と心理量の関係についてはまだ十分に明らかではない。本論文はそのような背景のもとに，布に対
する視覚的質感の評価においてその質感を生じさせる表面構造ならびに光の反射特性がどのように関係す
るかを検討している。すなわち，染色による表而色ならびに製織による表両幾何学的特性を系統的に変化
させた布を調製し，それらの表面特性の違いによって生じる質感評価の実験から，物体側の物理量の変化
と心埋的質感との関係を基礎的に検討したものである。
本史;第2章では.織組織の異なる 8種の市販綿作を用い，反応性染料によって染色した112種の資料布を
作成し，形脊詞尺l主を用いた被験者ーによるSD評価実験の結果と，布の物理的特性値(糸番手，布のj手さ，
重さ，織の糸需度，カバーファクター，表面阻さなど)との相関関係から材質感の知覚過程を推定してい
る。被験者は，糸の太さなどの阿{象的特徴塁から， {jjのあらさゃなめらかさ，布厚さ.重量などを推定し
質感知覚会行っており，太い糸が必然的に相くて厚く，重い街であることを経験から知推していると結論
している。そこで，その原因となる光の情報を明らかにするため，第3章では，布の幾向学構造が光反射
特性に及ぼす影響について反射光の二:次JE的解析を行った。同色に染色された布であっても質感の違いを
知覚させるのは，織の表面幾何学的特性が光学的巣方性をもっ反射光として微妙な色の変化を生じさせる
ことが原凶となっていることを証明した。第4章では，糸密度が同じで織組織だけを変化させた布試料を
用いることによって，糸から製織の過程で発現する反射特性の変化について検討し，あわせてそれらの布
の質感に関する視覚評価結果との関係を検討している。織物の反射特性は基本的には立体形状をもっ糸へ
の光の入射角度に影響され.糸の:長柏方向と断両方向で光の入射光置が異なることによって受光量に受光
角度依存性が生じることを明らかにしまた.糸が|同じであっても織組織に構成されることによって発現
する反射特性の違いは，織物表面の糸の受光に対する万向性(特に浮き糸〉とその分布の違いによって起
こることを明らかにした。光の入射角，眼の受光角などの二:次)C的光の条件が.織構造の幾何学的構造の
変化として布構造の識別に手がかりを与え，視覚的質感に影響を及ぼすと論述している。第5章では，拡
散反射光によって伝えられる模爆情報，一.次JK画像がどのような質感の心理因子に影響を及ぼすかを検討
し，あわせて布に対する経験に基づく記憶情報がどの限度質感に与えているかを検証したの
本論文は，布を試料とし，布の表而幾何学的構造とその構造によって発現する光の反射特性が質感の感
-254 
性評価にどのように影響するかを基礎的に， また詳細に解析したものであり， 多く の有用な知見を得てい
る。本論文の成果は，布ばかりではなく広く環出材料などの表面設計の発展に寄与するところが大きいと
判断されるのよって本論文を博士 (学術)の乍位を授与するに値するものと認定した。
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